
▼ピックアップ公演

◎9/18(月・祝)
井手茂太振付・演出作品

「ギミック」
〈北九州芸術劇場・小劇場〉

◎9/23(土・祝)24(日)
即興公演

「ダンスと音楽、その瞬間・宇宙」
〈北九州芸術劇場・小劇場〉

◎10/14(土)15(日)
北九州芸術劇場×到津の森公園

「どこをどうぶつる」動物園ver.
〈到津の森公園〉

◎10/31（火)
バットシェバ舞踊団／オハッド・ナハリン

「LAST WORK-ラスト・ワーク」
〈北九州芸術劇場・中劇場〉

お問合せ：北九州芸術劇場 093-562-2655

2017 年 9月
vol.264

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

8月8日（火）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

9 月

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

水陽会　第七回水彩展
絵画

6㈬～12㈫
10:00〜18:00 無　料 水陽会

090（7338）8298

第20回 紫鳳会かな書作展
書道 13㈬～19㈫ 無　料 紫鳳会かな書

090（1349）8658

第68回(平成29年度)小倉北区民美術展会員・会友展
絵画・書道・写真・彫刻 その他 21㈭～26㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課

093（582）3322

アズ漫画・イラスト展〜神！降臨
絵画 9/27㈬～10/3㈫ 無　料 アズ漫画研究会

093（602）9648

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始

北九州芸術劇場
市民ギャラリー 

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第52回 年長者の祭典 1㈮ 14:00 無　料

※要事前申込(往復ハガキ)

北九州市保健福祉局
長寿社会対策課
093(582)2407

九州交響楽団　第63回 北九州定期演奏会 2㈯ 15:00
14:00開場

一般 ￥3700
学生 ￥1100

※対象：小学生以上

九響チケットサービス
092(823)0101

ダイヤのA　The LIVE Ⅴ
17㈰ 18:00 エキサイティングシート ￥11000

　一般 ￥　8500
Office ENDLESS
03(6457)802318㈪㈷ 12:00

夢コンサート 22㈮
13:00 PS ￥8640  SS ￥7344

S ￥5940
㈱夢グループ

0570(064)72416:30

北九州歌謡フェスタ 24㈰ 10:15
10:00開場 無　料 為末歌謡教室

093(583)1991

中
劇
場

北九州市民劇場　9月例会　
文学座「大空の虹を見ると私の心は躍る」

14㈭ 18:30

会　費

※対象：小学生以上
※市民劇場会員でない方はお問い合わせください

北九州市民劇場
093(541)0075

15㈮～
18㈪㈷ 13:30

19㈫
13:30

18:30

20㈬ 12:30

小
劇
場

MUM&GYPSY 10th Anniversary Tour
 『クラゲノココロ モモノパノラマ ヒダリメノヒダ』
 『ΛΛΛ かえりの合図、まってた食卓、そこ、きっと―――――』
日本演劇界をリードし続ける藤田貴大率いるマームとジプシー結成10周年公演

2㈯
13:00 一般 ￥3300

2演目セット券 ￥5500
高校生〔的〕チケット ￥1000
※対象：小学生以上

北九州芸術劇場
 093(562)265518:30

3㈰ 13:00

30th anniversary!
飛ぶ劇場「生態系カズクン」
創立30周年を迎え第3回劇作家協会新人戯曲賞受賞作14年ぶりの再演

8㈮
14:00

一般 ￥2800
学生 ￥1800

高校生以下 ￥1000

※対象：小学生以上
※当日￥200増

飛ぶ劇場
080(3181)7559

19:00

9㈯
14:00

18:00

10㈰ 14:00
DDW
井手茂太 振付・演出作品「ギミック」
イデビアン・クルー主宰 井手茂太を迎えた新作

18㈪㈷ 14:00 ￥1000
※対象：小学生以上　※当日￥500増 北九州芸術劇場

 093(562)2655
DDW「ダンスと音楽、その瞬間・宇宙」
国内外で活躍するダンサー・KENTARO!! と気鋭の音楽家による即興公演

23㈯㈷
15:00

一般 ¥2500　ユース ￥1000
2日セット券 ¥3500

※対象：小学生以上　※当日￥500増24㈰

島田亜希子マリンバコンサート vol.11 29㈮ 19:00 一般 ￥2000

※当日￥500増

090(3882)4445【島田】

河内健晟ギターリサイタル 30㈯ 19:00
一般 ￥2000

小～大学生 ￥1000
※当日各￥500増

093(922)3857【池田】

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成29年度に小劇場・大ホールの改修工事を計画しております。
　（予定工事期間：〈小劇場〉平成30年1月4日から2月4日〈大ホール〉平成30年1月22日から2月21日）〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093(562)8436〉
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

9 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

CONCERT 響 2017 Vol.28 ～「花鳥風月」
リラの花、月光ソナタ、夜鳴きうぐいす　ほか 3㈰ 15:00

一般 ￥2000
学生(小～大学生) ￥1000
※当日¥500増　※全席自由

北九州音楽協会
080(5286)0512【中】

響ホールワンコインコンサート　 中井亮一(テノール)
ナポリ民謡:オー・ソレ・ミーオ、ヴェルディ:歌劇「リゴレット」より“女心のうた”　ほか 8㈮ 11:45

一般 ￥500
※対象：小学生以上
※全席指定

響ホール 音楽事業課
093(663)6661

第25回 ピアチェヴォーレコンサート
シューマン:幻想曲 ハ長調 op.17 第1楽章（ピアノソロ）　ほか 10㈰ 13:30

当日一般 ￥500
※小学生未満無料
※当日販売のみ　※全席自由

ピアチェヴォーレ
090(5478)0781【島】

第71回 全日本学生音楽コンクール 北九州大会予選

16㈯

お問い
合わせ

ください

一般 ￥1500

※対象：小学生以上
※全席自由

毎日新聞社西部本社事業部
093(511)1119【福田】

17㈰
18㈪㈷
23㈯㈷
24㈰

八幡東区平野1-1-1　 093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分 
「国際村交流センター」徒歩3分　 年末年始、隔月1回（不定休）　 240台（有料）北九州市立響ホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
レ
ト
ロ
通
り

バナナのたたき売り 3㈰
13:00

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）415115:00

門司区西海岸1-3-3　 093（331）6700　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年５回関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデュオ（トリオ） 2㈯

18:30 門司港レトロ展望室
入館料必要

大人 ￥300　小人 ￥150 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

19:30

門司港レトロミュージックフェスティバル2017
出演：近藤タケユキバンド 16㈯

18:30 門司港レトロ展望室
入館料必要

大人 ￥300　小人 ￥15019:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
京みやび　―仁清・乾山と色絵の競演
京都の文化が長年にわたって育んだ美を、仁清・乾山らやきものの優品を中心に紹介� 障 8/25㈮～10/22㈰ 一般 ￥700   高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴） 出光美術館（門司）
093(332)0251列品解説

学芸員が展示作品をわかりやすく解説します
10㈰ ①11：00 無　料

入場料が必要24㈰ ②14：00

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　
「門司港駅」徒歩8分　「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始出光美術館（門司） 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
1
階『門司港レトロJAZZストリート2017』 3㈰ 12:30～

16:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093(321)4151
1・2
階

『竹久夢二の世界展』 8㈮～
24㈰

9:00～
17:00 大人 ￥300  小中学生 ￥100

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

直江歌謡教室　第3回  歌のつどい交流発表会 3㈰ 9:30 無　料 直江歌謡教室
093(341)3103

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　
「門司港駅」徒歩13分　「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始門司市民会館 門司

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

１
階

松
永
文
庫

松永文庫企画展「戦争映画資料展」 7/22㈯～10/18㈬ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

門司港レトロミュージックフェスティバル2017
出演：17(日)トレジャーボックス/18(月)(祝)三島紀也&ニュースクランブル、H2O2

17㈰～
18㈪㈷

14:00～
16:00 無　料

マンスリーシアター
上映作品：「旗本退屈男」1952年松竹　主演 高田浩吉 24㈰ 14:00～

16:00 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
常設展
油彩画・蝋彩画・彫刻・弦楽器など、約50点を展示します 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

門司区東港町6-72 港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始門司港美術工芸研究所 門司
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

9 月

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

第43回 小倉城扇子・短冊書道展
舞扇や短冊にしたためた書の作品約300点を展示します。� 障 4㈪～10㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

梅花女子大学図書館コレクション　ちりめん本の魅力　
～文章を彩る挿絵～
明治のころ、日本昔話をさまざまな言語に翻訳し、人気を集めたちりめん本を紹介。�障

9/16㈯～
11/23㈭㈷

一般 ￥300　中高生 ￥150
小学生 ￥100

作品解説
学芸員によるちりめん本の作品解説です。� 障 30㈯ 14:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100
書
院
棟

秋のJAZZナイト
ライトアップした日本庭園を眺めながらジャズを鑑賞。 9㈯ 18:00

￥1500
（呈茶付・入館料込）

※対象：小学生以上
和
室
・

立
礼
席

開館19周年記念市民茶会
開館19周年を記念して行う秋のお茶会。 24㈰ 9:00 一般 ￥1500　小中学生 ￥700

（入館料込・濃茶・薄茶）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

図
書
室

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映　演目は、お楽しみに 10㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093(592)4152おはなしワールド

絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 23㈯㈷ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　
11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

北九州市漫画ミュージアム開館5周年記念特別展
「シティーハンターのすべて」
『シティーハンター』(著：北条司)の直筆漫画原稿・アニメ資料などを展示。� 障

7/29㈯～9/24㈰

一般 ￥600　中高生 ￥300
小学生 ￥150

[常設展セット券]　一般 ￥800
中高生 ￥400　小学生 ￥200
※小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

北九州漫画家列伝　藤見よいこ
戦中戦後の八幡を描いた「だんだん街の徳馬と嫁」などを紹介。� 障 7/15㈯～9/21㈭ 無　料

常設展入場料が必要

吉田戦車　原画展
新作絵本「走れ！みかんのかわ」やマンガ「伝染るんです。」他の原画を展示。� 障 8/11㈮㈷～9/8㈮

無　料
常設展入場料が必要

※8（金）は16：00まで

海峡マンガ合戦～中国ブロック とだかづき～
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ。� 障 9/2㈯～11/2㈭ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリー vol.27 不思議博物館 出張展示
気鋭の造形作家・角孝政の作品を集めた「不思議博物館」の展示物を紹介。� 障 9/9㈯～11/10㈮

無　料
常設展入場料が必要

※11/10（金）は16：00まで

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール
テーマ①「漫画を描こう（4コマ漫画や短編漫画の作り方）」　
　　　②「人物の描き方（主人公らしさを描くには）」� 障

①3㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上　
※要事前申込、定員先着20名

②24㈰

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。� 障

10㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日先着20名、途中からの参加も可能30㈯

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　「西小倉駅」徒歩15分　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
年末年始、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

恐竜どうぶつ園　～ティラノサウルスがやってくる～
見て・触れて・学べる体験型ショー 2㈯

12:00
全席指定 ￥3200 北九州ソレイユホール

093（592）540514:30

Hiromi Go Concert Tour 2017　“My Dear…” 3㈰ 17:30 全席指定 ￥7500 (株)鈴木企画
092（285）4864

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：ジャーナリスト　櫻井よしこ氏 9㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

フォレスタ　コンサートin北九州
「歌い継ぎ、語り継ぐ、たおやかな日本のこころ」 19㈫ 14:00 全席指定 ￥5500 九州労音

0952（26）2351

キエフ・クラシック・バレエ　チャイコフスキー　夢の3大バレエ
豪華名場面集「くるみ割り人形」「白鳥の湖」「眠れる森の美女」より 23㈯㈷

12:30
全席指定 ￥3800 CARAVAN(キャラバン）

092（732）885815:30

豪華競演！大爆笑!!  浅草漫才大行進 28㈭ 19:00
A席 ￥4500
B席 ￥4000

※全席指定

MIN-ON 北九州
093(884)1833
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

9 月

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
新
館
7
階
大
画
廊

夢とロマンを求めて　清水新也　油絵展 6㈬～12㈫ 無　料
小倉井筒屋　大画廊

093(522)2521ゲゲゲの鬼太郎と妖怪たち　水木しげる 13㈬～19㈫ 無　料

岱山窯　須恵焼　倉島岱山展 20㈬～26㈫ 無　料

新
館
7
階
小
画
廊

現代人気作家による魅惑のガラス絵展 6㈬～12㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093(522)2521

吉田勇輔　油彩画展 13㈬～19㈫ 無　料

成田康　洋画展 20㈬～26㈫ 無　料

～絵画・陶器・ガラス～　イタリア美術工芸展 9/27㈬～10/3㈫ 無　料
新
館
7
階

大
画
廊
・

小
画
廊 黄金逸品展 1㈮～4㈪ 無　料 小倉井筒屋　大画廊・小画廊

093(522)2521

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休小倉井筒屋 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　　　ピアノ：湯田 美津子 6㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　　ピアノ：湯田 美津子 20㈬ 14:00 無　料

小倉北区船場町1-2　 093（551）3011　 10:00～19:00
「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　 年末年始水環境館 

小倉北区室町1-1-1 リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00〜18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 会期中無休（10/10は展示替えのため休館）　 有料北九州市立美術館分館 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

原安三郎コレクション　広重ビビッド
歌川広重晩年の代表作を中心に約250点を紹介。� 障 9/16㈯～10/29㈰

一般 ￥1200　高大生 ￥800
小中生 ￥600

※前売及び20名以上の団体料金
一般 ￥1000　高大生 ￥600

小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093(562)3215

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

ビックバンド・サンクスジャズコンサート
ジャズ演奏 10㈰ 14:00 ￥2500

※当日￥500増
ビックバンド

093（551）4395【田部】
チャーリー服部歌謡教室合同発表会
カラオケ発表会 17㈰ 10:00 無　料 チャーリー服部歌謡教室

093（931）7858
建林悠子バレエスタジオ　おさらい会
バレエ発表会 24㈰ 14:00 無　料 建林悠子バレエスタジオ

090（4353）0277【田代】

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　 所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　「北九州市役所前」徒歩2分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立文学館 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
上橋菜穂子と〈精霊の守り人〉 展
上橋菜穂子の壮大なファンタジー〈守り人〉シリーズを紹介する。� 障 7/22㈯～9/3㈰ 一般 ￥500　中高生 ￥200

小学生 ￥100
北九州市立文学館
093(571)1505

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

前期特別企画展
「清張と鉄道　――時代を見つめて 小倉発1万3500㌔」� 障 8/1㈫～10/31㈫

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500　中高生 ￥300

小学生 ￥200
松本清張記念館
093(582)2761

小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末北九州市立松本清張記念館 

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

吟詠コンクール 10㈰ 9:30 無　料 北九州吟剣詩舞道響会事務局
090(8392)4995【帆足】

展
示
コ
ー
ナ
ー

深山会　写真展 3㈰～
10㈰

9:00～
16:40

無　料
※3(日)は13:00から、10(日)15:00まで

深山会
090(7920)6971【林】

第14回小品公募　秋の北九州水彩展 13㈬～
18㈪㈷

9:30～
17:00

無　料
※18(月)(祝)は16:00まで

公益社団法人日本水彩画会支部
北九州水彩画会

093(551)6351【塚本】
第43回（平成29年度）小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画（水墨画を含む）・洋画・書・写真・工芸

9/24㈰～
10/1㈰

9:00～
17:00

無　料
※10/1(日)は15:00まで

小倉南美術協会事務局
093(452)3082
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

9 月

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩1分
年末年始、6月下旬頃(約1週間)　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

夏の特別展「大昆虫博」
圧倒的な数の昆虫標本や生体展示を通じて昆虫の不思議と魅力を体感。 開催中～9/3㈰

大人 ￥800  高大生 ￥500
小中生 ￥400

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

いのちのたび博物館
093（681）1011

特別展関連イベント「ギャラリートーク」
不思議な昆虫の世界を学芸員が解説します。 1㈮ 14:00 要特別展入場料

※小学生以下は保護者の参加が必要

歴史講演会「地獄絵のたのしみ」
講師：愛知教育大学教授　鷹巣 純氏 16㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

ジオハイキング「生命の進化をたどるミニ・ジオハイキング」
生命の進化を楽しみながら学び、北九州の大地の素晴らしさを紹介する。 24㈰ 13:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

シンポジウム「ヒト，カブトガニ，干潟ー海はだれのもの？」
カブトガニのおかれている現状、問題点、保全策について考えてみましょう。 24㈰ 12:50 無　料

※小学生以下は保護者の参加が必要

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
本
館
・
科
学
館

前
広
場
・
別
館

第43回わくわくサイエンスキッズ2017
身近な科学やものづくりの楽しさを体験・ミニSL体験乗車もあります 10㈰ 10:00～

15:00 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

大
集
会
室

サイエンスショー
「ドライアイスを使って－80℃の世界」 18㈪㈷ 14:00～

14:50 無　料
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と惑星と秋の星空を望遠鏡で観察します� 障 30㈯ 19:00～

20:30

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者の参加が必要
※先着100名、16(土)から電話受付開始

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
第８回フリーマーケット
主催　鶴亀塾 3㈰ 10:00～

16:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093(661)9130

「あしあと展」　同時開催　「須崎かおり創作人形教室展」
創作服や古民具(機織り・漆器等)の展示、「お話の世界」をテーマとした創作人形の展示

8㈮～
10㈰

10:00～
16:00

無　料
※10(日)は15:00まで

あしあと
093(883)5327

朗読・舞踏・音楽で綴る 「戦争とおはぎとグリーンピース」 
リーディング公演
朗読：交差転プロジェクト　舞踏：樹里(表現集団「万華鏡」主宰)　音楽：ヤマナカフミオ

24㈰ 14:00
 一般・大学生 ￥1000

高校生・中学生 ￥  500
※当日各¥300増

交差転プロジェクト
093(952)5662【坂本】

親しむ書展
主催　清和会

9/25㈪～
10/１㈰

10:00～
18:00

無　料
※9/25(月)は12:00から、10/1(日)は16:00まで

093(651)5205【下山】

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩3分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

巡回展　「DR.伊藤文人のトリックイリュージョン研究所」展
ふしぎな感覚を楽しむ仕掛けと、そこに広がる、驚きと発見と感動に満ちた世界を楽しもう！ 7/22㈯～10/1㈰ 大人 ￥500　小中学生 ￥250

※対象：3歳以上  ※小学生未満無料
北九州イノベーションギャラリー

093(663)5411

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00
「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎バスセンター」徒歩1分　 9/4、5、20北九州市立子どもの館 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

館
内

山田おじいさんの絵本ミュージカル
大型絵本とギターのコラボで軽快な音楽にのせて楽しむことができます。 2㈯ 13:00 無　料

北九州市立子どもの館
093（642）5555

15:00
ハリー☆とたまちゃん♪のあそびうた
親子で楽しめる手遊び、ふれあい遊びを行います。 3㈰ 13:00 無　料15:00
昔あそびを楽しもう
お手玉やけん玉などの昔から親しまれているあそびを体験することができます。 9㈯ 13:00～

15:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の
せ
座

中村天平ピアノコンサート 16㈯ 15:00 大人 ￥4000
中学生以下 ￥2000

Tenteco works
090(9487)2646

こやのせ落語まつり 23㈯㈷ 14:00 ￥1000 江崎弘子
090(8669)3436

八幡西区木屋瀬3-16-26　 093（619）1149　 9:00～17:30（入館は17:00まで）　 「筑前植木駅」徒歩15分
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

北九州うたごえフェスティバル　合唱交流
合唱交流 3㈰ 13:00～

16:00 ￥1000
北九州うたごえ連絡会

山本猛雄
093(603)4070

美
術
展
示
室

三大学合同写真展
写真展

7㈭～
10㈰

10:00～
18:00

無　料
※7(木)は12:00から

北九州市立大学写真サークル
伊藤大一

090(8832)6370

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00
「若松駅」徒歩1分　「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始　 110台（共用）　若松市民会館 
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

9 月
八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

生誕130年藤田嗣治秀作版画展 8/29㈫～9/3㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093(643)5268

彫金展 5㈫～10㈰ 無　料

～西洋の美～  ヨーロッパアンティーク 12㈫～17㈰ 無　料

中村經子／十月工房　草木染手織紬と切継の帯と布展 19㈫～24㈰ 無　料

中島光晴　書と柿渋染め展 9/26㈫～10/1㈰ 無　料

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　　　

 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

旧八幡市制100周年記念カラオケ歌謡祭 2㈯ 9:30 無　料 ミュージックin北九州実行委員会
093（671）7933

黒崎ひびしんホール開館5周年シリーズ
「黒崎96の日」ミュージック＆爆笑ライブ in ひびしん
出演／ 1部：北九州マリンバオーケストラ RIM、江口紀子と福岡サクソフォー
ンオーケストラ　2部：三遊亭歌之介

6㈬

1部
14:30 ￥1000 黒崎ひびしんホール

093（621）45662部
17:00

平成29年度八幡西区年長者福祉大会 10㈰ 9:30 無　料 八幡西区老人クラブ連合会
093（692）1645

平成29年度高文連北九州地区音楽会 17㈰ 10:00 無　料 福岡県立ひびき高等学校
093（881）2355【花田】

中
ホ
ー
ル

第7回東日本大震災復興支援　チャリティーコンサート
〜熊本・大分地震にも復興支援を〜 3㈰ 15:00 一般 ¥1000

高校生以下　¥500　
チャリティーコンサート実行委員会

080（4277）9179【松本】

マリンバ・パーカッションのマニアなコンサート 9㈯ 14:00 一般 ￥2000　学生 ￥1000
※当日￥500増

岩崎雅子
090（9075）7755

サロン ドゥ ケイ シャンソンコンサート　〜シャンソンのひととき〜 10㈰ 14:30 無　料 サロン ドゥ ケイ
090（6426）7849【山本】

第27回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
ダブルリードは主役？　　浦野さやか（ファゴット）・坪池泉美（オーボエ） 12㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566
合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 13㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

とよなが音楽教室発表会 18㈪㈷ 13:00 無　料 とよなが音楽教室
093（622）9091

ELECTONE CONCERT
Play On Passion 2017 22㈮ 19:00

一般 ￥3500　学生 ￥2500
幼児（3歳〜 6歳） ¥1000

※当日￥500増

(株)ヤマハミュージックリテイリング小倉
093（531）4342【甲斐】

8・6平和のつどい 23㈯㈷ 18:00 無　料 8・6平和のつどい実行委員会
093（953）0381

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　
9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

第32回　日本の海洋画展
洋画・日本画

12㈫～
17㈰

10:00～
18:00

無　料
※17（日）は15:00まで

（一財）全日本海員福祉センター
03(3475)5391【飯田】

白の會展
洋画・水彩画・パステル画・布絵

9/26㈫～
10/1㈰

10:00～
17:00

無　料
※10/1（日）は16:00まで

白の會
093(321)3651【岡部】

展
示
室
１

第18回西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室総合展
淡彩画

4㈪～
10㈰

9:00～
18:00

無　料
※4（月）は11:00から、10（日）は17:00まで

西川幸夫ｽｹｯﾁ淡彩「四季彩」教室
090(1926)6738【大川】

八幡西区年長者作品展
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真

19㈫～
23㈯㈷

9:00～
17:00

無　料
※19（火）は13:00から、21（木）は19:00まで、　
　23（土）(祝)は12:00まで

北九州市八幡西区社会福祉協議会
093(642)5035【陣内】

宇宙人からのメッセージ上映＆パネル展 24㈰ 11:00～
17:00 無　料 JRM福岡

080(5888)3137【宮原】

展
示
室
２

アトリエ游　第26回絵画展
洋画

4㈪～
10㈰

10:00～
18:00

無　料
※4（月）は12:00から、10（日）は17:00まで

アトリエ游
093(618)1743【徳重】

きらく会　第22回作品展
洋画

18㈪㈷
～24㈰

9:00～
17:00

無　料
※18（月）(祝)は11:00から、24（日）は16:00まで

きらく会
093(651)3987【土橋】

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　「美術館口」徒歩10分　 180台北九州市立美術館本館
■�北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ�
北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。（次回企画展は平成29年11月を予定しています）

戸畑区中本町7-20　 093（882）4281　 9:00～22:00　「戸畑駅」徒歩5分
「戸畑駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始戸畑生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

戸畑区学童理科展
戸畑区の小学生　夏休みの理科作品展 9㈯ 9:00～

17:00 無　料 北九州市立鞘ヶ谷小学校
093(871)3005【岩崎】

第41回　戸畑区年長者作品展
戸畑区内60歳以上の方の書道・写真・手工芸品などの展示

23㈯㈷
～28㈭

9:00～
17:00

無　料
※25（月）休館

(福)北九州市戸畑区社会福祉協議会
093（871）3259【今村・小笠原】
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9 月
戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

民生委員制度創設100周年記念　
市民講演会「北九州市立高等学校吹奏楽部演奏会」 9㈯ 13:30 無　料 戸畑区社会福祉協議会

093(871)3259【坂邊】

上妻宏光“Standard Songs”feat.佐藤竹善
三味線とPIANOで奏でる名曲達　津軽じょんから節、木蘭の涙 ほか 15㈮ 19:00

一般 ￥5000
25歳以下(要証明) ￥2500
※対象：小学生以上

響ホール 音楽事業課
093(663)6661

御喜美江×豊嶋泰嗣　デュオリサイタル 2017
アコーディオンとバイオリンによるクラシックからタンゴまで。ピアソラ ほか� 障 17㈰ 15:00

S席 ￥4500　A席 ￥3500
U25A席(要証明) ￥2000

※対象：小学生以上

北九州労音
093(571)0227【松前】

大谷中学校吹奏楽部　定期演奏会 23㈯㈷ 17:00 無　料 北九州市立大谷中学校吹奏楽部
093（881）5767【堤】

2017年　戸畑区民音楽祭（クラシック）
戸畑区在住、出身の方々を中心としたクラシックの楽しいコンサート。 24㈰ 14:00 無　料 戸畑音楽協会

093（881）0255【山廣】

中
ホ
ー
ル

第9回　３つの音色で奏でる
「木村りえ・木村りさ　ピアノコンサート」
楽しく、エレガンスに、情熱的に３つの音色が奏でます。

9㈯ 13:30
一般 ￥2000

学生(要証明) ￥1000
※当日各￥500増

Rie・Risa企画
090（3733）6095【木村】

諏訪まりか　ピアノリサイタル
ショパン　バラード第１番／リスト　ピアノソナタ ロ短調　ほか 10㈰ 14:00 一般 ￥2000

高校生以下 ￥1000
ぎじゅつやさんのピアノ店
093（622）1900【江里口】

平成29年度　戸畑区文化祭　琵琶で巡る歴史物語 15㈮ 14:00 無　料 戸畑区文化団体連合会
080（6445）2258【佐々木】

リトル・コンサート
おさらい会　　ピアノ、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ 18㈪㈷ 12:30 無　料 ジュニア・アンサンブル

093(962)5320【松本】
髙木美来＆二村裕美　デュオリサイタル
曲目　フランク:前奏曲 コラールとフーガ　　ラヴェル:ツィガーヌ 22㈮ 19:00 一般 ￥3000

高校生以下 ￥1500
二村裕美後援会

090(8354)7335

ヴァイオリン・チェロ独奏演奏会 23㈯㈷ 13:30 無　料 スズキ・メソード北九州
090(6421)0792【小川】

歌と弦楽四重奏コンサート
ソプラノ白川深雪と弦楽四重奏（上野美科ほか）によるドイツ歌曲等コンサート 26㈫ 17:30

一般 ¥2000　学生（高校生以下） ¥1000
※対象：小学生以上（未就学児は保護者同伴・親子席有）
※当日¥500増　※未就学児無料

蒲ヶ原智子
090（8401）0220

多
目
的

ホ
ー
ル

2017北九州国際音楽祭　特別プログラム　はじめての雅楽 16㈯ 14:00 無　料
※対象：小学生以上  ※要事前申込（4（月）必着）

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093(663)6567

交
流
プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
Le Ciel Bleu（ル　シェール　ブルー）のみなさんによるシャンソン等 14㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

2017北九州国際音楽祭　市民企画事業「街かどコンサート」 24㈰ 11:00 無　料 北九州国際音楽祭市民企画委員会事務局
080(2732)2532【蒲ヶ原】

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月8日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2017.9.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 803-0812 北九州市小倉北区室町 1－1－1－11－5F
　TEL:093（562）3027　FAX:093（562）3029　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1609001A号

2017年
9月号表紙

「表現の森。」

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

Culture&Cultivate

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

9
September

2017

Vol.53

特集
北九州芸術劇場
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ
音楽｜いろはにぴあの

かるかるCulCul
表
現
の
森
。

8月3日（木）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

8月8日（火）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

◇プログラム
第１部　避難訓練コンサート
　出演：�陸上自衛隊小倉駐屯地「小倉ひびき太鼓」、�

北九州市消防音楽隊
　※�公演中に自然災害を想定した避難訓練を行います�
（避難は希望される方のみが対象となります）

第２部　グラン ソレイユ キックオフ コンサート
　出演：�村上敏明（テノール・合唱指導・指揮）、�

グランソレイユ合唱団
　　　　宮崎由紀子（ピアノ）、吉松理恵（ピアノ）

お問合せ先 	 アルモニーサンク北九州ソレイユホール（北九州市小倉北区大手町12−３）
	 TEL 093（592）5405

グラン ソレイユ 
キックオフ コンサート

合唱の街  北九州

14：00
（13：30開場）

9（月）（祝）10月

村上敏明（藤原歌劇団）

グラン ソレイユ合唱団

アルモニーサンク
北九州ソレイユホール
（北九州市小倉北区大手町12−３）

グラン ソレイユ3年目の挑戦！ 今年もキックオフコンサートを開催
します。世界的オペラ歌手である村上敏明さん（藤原歌劇団）のオ
ペラアリアの独唱、陸上自衛隊小倉駐屯地「小倉ひびき太鼓」、北
九州市消防音楽隊の演奏など盛りだくさん。第1部は公演中に地震
が発生したと仮定して避難訓練を行う“避難訓練コンサート”。第２
部は村上さんとグラン ソレイユ合唱団が登場。会場で一緒に歌って
みませんか？

観覧
無料
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8月10日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

　
将
棋
の
藤
井
聡
太
さ
ん
、
卓
球
界

の
面
々
な
ど
、
ス
ー
パ
ー
中
学
生
の

才
能
に
は
目
を
見
張
り
ま
す
。
国
民

の
多
く
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
見
守

り
、
そ
の
将
来
を
夢
見
ま
す
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

彼
ら
の
誰
も
が
「
幼
少
期
」
に
頭
角

を
現
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
卓

球
で
こ
れ
ほ
ど
若
く
強
い
選
手
を
輩

出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
幼
児

の
試
合
や
育
成
に
力
を
注
い
だ
か
ら

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
楽
器
演
奏
も
、
こ
と
に
ピ
ア
ノ
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
関
し
て
は
同
じ
こ

と
が
言
え
ま
す
。
巨
匠
た
ち
の
幼
少

期
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
４
～

６
歳
の
間
に
は
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く

な
ど
、
早
期
に
才
能
を
開
花
さ
せ
て

い
ま
す
。
そ
う
、
幼
児
教
育
は
と
て

も
大
切
な
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
歌
っ
た
り
、
絵
を

描
い
た
り
、
身
体
を
動
か
し
た
り
す

る
こ
と
が
本
当
に
大
好
き
で
す
。
そ

し
て
、
家
で
１
人
で
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に
て

み
ん
な
で
頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

突
然
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
子

ど
も
の
力
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
な
る
と
、
幼
児
教
育
に
お
い
て
幼

稚
園
教
諭
の
持
つ
役
割
は
大
変
大
き

な
も
の
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
子

ど
も
の
う
ち
に
潜
在
能
力
を
掘
り
起

こ
し
、
光
り
輝
く
べ
き
原
石
を
磨
き
、

才
能
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
幼
少
期

の
教
育
現
場
に
こ
そ
、
も
っ
と
も
っ

と
そ
の
道
の
専
門
家
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
高
等
教
育
機
関
や

ほ
か
の
教
育
機
関
新
設
と
同
じ
く
ら

い
の
大
切
な
意
義
が
、
そ
こ
に
は
あ

る
は
ず
で
す
。

幼
少
期
の
教
育
現
場
に
つ
い
て

■
島
田
亜
希
子

マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
トVol.11

９
月
29
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
小
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。
出
演

マ
リ
ン
バ
島
田
亜
希
子
、
ピ
ア
ノ
広

瀬
美
香
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
田
中
香
織
。

予
定
曲
は
伊
福
部
昭
「
ラ
ウ
ダ
・
コ

ン
チ
ェ
ル
タ
ー
タ
（
抜
粋
）」、
Ｊ
・

ス
ペ
ン
サ
ー
「Everybody Talk 

A
bout Freedom

」、ピ
ア
ソ
ラ「
タ

ン
ゴ
の
歴
史
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
＆
マ

リ
ン
バ
）
」
ほ
か
。
マ
リ
ン
バ
を
メ

イ
ン
に
奏
で
ら
れ
る
絶
妙
な
音
色
を

お
楽
し
み
に
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

２
０
０
０
円
。
当
日
５
０
０
円
増
。

島
田
亜
希
子　

０
９
０
（
３
８
８
２
）
４
４
４
５

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島田亜希子マリンバコンサート

広瀬美香 田中香織

新ケミカル商事株式会社地域文化支援助成事業

(open18:30)  

北九州芸術劇場 小劇場
（リバーウォーク北九州６ ）

後援：北九州市・北九州市教育委員会・ 公財 北九州市芸術文化振興財団・西日本打楽器協会・同志社同窓会北九州支部

お問い合わせ：090-3882-4445 

入場料 円（当日 円）

e-mail: jsh0405@oregano.ocn.ne.jp 

チケットお取扱い：北九州芸術劇場プレイガイド 
（リバーウォーク北九州５ ）

『島田亜希子マリンバコンサート
Vol.11』チラシ

■
九
州
交
響
楽
団

第
63
回
北
九
州
定
期
演
奏
会

９
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇
場
大

ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ
ー

ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。
九
州
交

響
楽
団
名
誉
客
演
指
揮
者
小
林
研
一

郎
指
揮
、
北
九
州
市
出
身
の
フ
ル
ー

ト
奏
者
瀬
尾
和
紀
出
演
に
よ
る
北
九

州
定
期
演
奏
会
。
曲
目
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
「
歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』

序
曲
」
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
バ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ
短
調
作
品
64

〈
フ
ル
ー
ト
版
〉」、
ム
ソ
ル
グ
ス
キ

ー
（
ラ
ヴ
ェ
ル
編
）
「
組
曲
『
展
覧

会
の
絵
』
」
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
３
７
０
０
円
、
学
生
１
１
０
０

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『九州交響楽団第63回北九州
定期演奏会』チラシ

円
、
会
員
割
引
３
０
０
０
円
。
未
就

学
児
入
場
不
可
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
有

り
（
要
事
前
予
約
）
。

九
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス　

０
９
２
（
８
２
３
）
０
１
０
１
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北
九
州
市
小
倉
南
区
徳
力
３
丁
目

付
近
に
所
在
す
る
上
徳
力
遺
跡
第
１

地
点
ほ
か
は
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
に
伴

い
１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
に
初
め

て
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
か

ら
弥
生
時
代
研
究
者
の
中
で
「
北
九

州
市
の
吉
野
ヶ
里
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
南
北
に
流
れ
る
紫
川
の
東
岸

に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
で
、
食

事
を
取
っ
た
り
寝
た
り
す
る
場
所
の

中
心
で
あ
る
竪
穴
住
居
、
お
米
な
ど

の
食
糧
を
蓄
え
て
お
く
倉
庫
と
し
て

の
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

立
柱
建
物
、
子
供
用
の
埋ま

い

葬そ
う

施し

設せ
つ

で
あ
る
土ど

器き

棺か
ん

墓ぼ

、
大
人
用
埋
葬

施
設
で
あ
る
方ほ

う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ

形
周
溝
墓
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
施
設
は
環か

ん

濠ご
う

に
囲
ま
れ
て

い
た
の
で
す
。
こ
れ
を
弥
生
時
代
の

環
濠
集
落
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
住
居
や
環
濠
か
ら
は
大
量
の
土
器

や
石
器
・
鉄
器
な
ど
が
出
土
し
た
こ

と
か
ら
、
非
日
常
的
で
特
別
な
マ
ツ

リ
の
跡
を
予
測
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
素
焼
き
で
、
煮
炊
き
を
す
る
た

め
の
甕か

め

、
食
べ
物
な
ど
を
蓄
え
て
お

く
壺
、
食
べ
物
な
ど
を
盛
る
た
め
の

高た
か

坏つ
き

な
ど
で
し
た
。
し
か
も
環
濠
か

ら
出
て
き
た
土
器
は
完
全
な
形
を
し
、

ま
だ
使
え
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で

す
。
こ
の
他
に
鉄て

つ

鎌が
ま

、
鉄て

つ

鏃ぞ
く

、
石い

し

庖ぼ
う

丁ち
ょ
うな
ど
も
完
形
品
で
し
た
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
志
井

川
流
域
で
初
め
て
調
査
し
た
第
27
地

点
（
写
真
１
）
で
も
環
濠
が
３
条
、

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
環
濠
の
東

側
は
志
井
川
の
川
原
で
す
か
ら
、
西

側
に
住
居
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
環
濠
か
ら
も
土
器
が
多
く
出

土
し
て
い
ま
す
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

環
濠
と
は
別
に
確
認
さ
れ
た
自
然
流

路
か
ら
は
木
製
品
や
柱
材
が
出
土
し

ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　
こ
れ
ら
の
年
代
は
弥
生
時
代
後
期

終
末
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
ま
で
の

調
査
範
囲
を
合
わ
せ
た
環
濠
集
落
の

範
囲
は
数
百
メ
ー
ト
ル
四
方
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
上
徳
力
遺
跡
は
弥
生

時
代
の
ム
ラ
の
様
子
を
よ
く
残
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
同
じ
時
期
で
弥
生
時
代

の
国
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
企き

救く

国こ
く

」
の
中
心
的
な
ム
ラ
で
あ
る
城
野

遺
跡
や
重
留
遺
跡
な
ど
が
城
野
駅
付

近
で
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

米
作
り
を
主
と
し
た
ム
ラ
が
造
ら
れ
、

順
調
に
発
展
し
た
結
果
、
弥
生
時
代

の
後
半
の
紫
川
流
域
に
は
15
余
り
の

ム
ラ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
遺

跡
は
、
開
発
に
伴
い
発
掘
さ
れ
、
出

土
し
た
た
く
さ
ん
の
土
器
や
石
器
が

小
倉
北
区
金
田
に
あ
る
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
、
一
部
は
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　弥生のムラ
 　　　―上徳力遺跡―

　
そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
11
月
号
で
す
】

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・�北九州市立埋蔵文化財センター�
〈小倉北区金田１の１の3　093（582）0941〉
 北九州市を掘る(87) 黒崎城県史跡指定記念�
 『黒崎城築城と黒崎宿の繁栄ー城下町から宿場町へー』 �
 黒崎城に関する古地図パネルや発掘調査で出土した陶磁器、瓦など約70点を展示
 常設展もあり
 【入館料】無料　 【開催期間】８月22日（火）〜12月17日（日）まで

・�黒崎歴史ふれあい館〈八幡西区黒崎３の15の３黒崎駅横コムシティ1F〉
 常設展開催中／�『城下町から宿場町へ〜出土品が語る黒崎の歴史と文化〜』�

 『シュガーロード・発掘物語』
 【入館料】無料　 【開館時間】午前９時〜午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休

写真２　２号環濠出土弥生終末の土器（西から撮影）

写真３　調査状況（南から撮影）

写真１　上徳力遺跡第27地点全景

hiroba
埋蔵 文化財 遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

梅 﨑 惠 司　Keiji Umezaki

8月3日（木）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展
「
シ
テ
ィ

ー
ハ
ン
タ
ー
の
す
べ
て
」
。
北
条
司

に
よ
る
漫
画『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』

の
世
界
を
、
直
筆
漫
画
原
稿
や
ア
ニ

メ
関
連
資
料
な
ど
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
８
月
号
で
は
作
品
の
概
要
や

魅
力
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
号

で
は
展
覧
会
の
中
身
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
１
８
０
点
以
上
に
も
上
る

漫
画
原
稿
の
展
示
に
つ
い
て
。
本
展

で
は
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
全
３

３
６
話
の
中
か
ら
、
印
象
的
な
シ
ー

ン
や
作
者
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
光
る
ペ

ー
ジ
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。
は
じ
め
に
、
作
品
世
界
に
お
い

て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
そ
れ
に
関

連
す
る
シ
ー
ン
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
が
ど
の
よ

う
な
作
品
か
、
面
白
い
ポ
イ
ン
ト
は

ど
こ
か
を
伝
え
る
、
い
わ
ば
「
入

門
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
例
え
ば
キ
ー
ワ
ー
ド
〈
美
女
〉
。

こ
の
作
品
は
少
年
誌
で
連
載
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
ゲ
ス
ト
（
主
に
依
頼
人
）
と
し

て
華
や
か
で
美
し
い
女
性
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
登
場
し
ま
す
。
美
女
に
目
が

な
い
主
人
公
・
獠り

ょ
う
と
彼
女
た
ち
の
追

い
か
け
っ
こ
の
よ
う
な
掛
け
合
い
は
、

基
本
的
に
は
ド
タ
バ
タ
コ
メ
デ
ィ
と

し
て
描
か
れ
、
調
子
に
乗
り
す
ぎ
た

獠
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
香か

お
り
に
「
１
０
０

ｔト
ン

ハ
ン
マ
ー
」
で
制
裁
を
加
え
ら
れ

る
…
と
い
う
「
お
決
ま
り
」
の
流
れ

は
フ
ァ
ン
に
は
お
な
じ
み
で
し
ょ
う
。

美
女
は
物
語
を
動
か
す
主
軸
に
な
る

と
同
時
に
、
本
作
の
コ
メ
デ
ィ
要
素

を
語
る
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
会
場
で
は
、
前
述
し

た
掛
け
合
い
の
シ
ー
ン
や
、
彼
女
た

ち
が
魅
力
的
に
描
か
れ
た
カ
ラ
ー
イ

ラ
ス
ト
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
他
に
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

本
展
に
合
わ
せ
て
選
出
し
た
「
ベ
ス

ト
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
。
３
３
６
話
の
中

か
ら
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
、

ま
た
心
が
震
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
フ

ァ
ン
に
選
ん
で
も
ら
い
、
ラ
ン
キ
ン

グ
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
で
１
位
と
２
位
を
獲
得
し
た
作

品
は
、
１
話
ま
る
ご
と
、
原
画
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
漫
画
は
何
と
い
っ

て
も
「
読
む
も
の
」
で
す
か
ら
、
ぜ

ひ
会
場
で
読
み
込
ん
で
、
作
者
の
作

劇
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
ア
ニ
メ
関
連
資
料
の
展
示
に

つ
い
て
。
漫
画
の
連
載
開
始
か
ら
２

年
が
た
っ
た
１
９
８
７
（
昭
和
62
）

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
『
シ
テ
ィ
ー
ハ

ン
タ
ー
』
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ

は
、
原
作
の
都
会
的
な
雰
囲
気
を
反

映
さ
せ
た
演
出
を
は
じ
め
、
ア
ニ
メ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ス

ト
ー
リ
ー
も
人
気
が
高
く
、
作
品
の

世
界
を
さ
ら
に
広
げ
る
と
同
時
に
、

フ
ァ
ン
層
も
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
展
覧
会
で
は
、
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ

だ
け
で
な
く
テ
レ
ビ
ス
ペ
シ
ャ
ル
、

ま
た
劇
場
版
の
シ
ナ
リ
オ
や
台
本
、

設
定
画
に
セ
ル
画
な
ど
を
展
示
し
、

ア
ニ
メ
制
作
の
過
程
を
た
ど
り
ま
す
。

原
作
の
世
界
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ア

ニ
メ
に
再
構
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
し

て
ア
ニ
メ
な
ら
で
は
の
魅
力
と
は
何

か
。
数
々
の
資
料
と
と
も
に
お
伝
え

し
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
の
は
展
示
の
ご

く
一
部
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
原
画
や
資
料
が
持
つ
パ

ワ
ー
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

原
稿
や
資
料
を
通
し
て
作
品
を
知
る
　

〝
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
の
す
べ
て
〟

　
そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Information

『シティーハンター』第335話 p.25
Ⓒ北条司／ NSP 1985

「週刊少年ジャンプ」1987年 第51号 扉絵
Ⓒ北条司／ NSP 1985

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　学芸員

石 井　茜　Akane Ishii

北九州市漫画ミュージアム開館5周年記念特別展「シティーハンターのすべて」
【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity5F）
【開催期間】7月29日（土）～9月24日（日）
【開館時間】7月29日（土）～8月31日（木）／午前11時～午後8時（入館は午後7時30分まで）
　　　　　9月1日（金）～9月24日（日）／午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（7月29日～8月31日は無休）
【入館料】一般600円　中高生300円　小学生150円　※小学生未満無料
※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

8月8日（火）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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日
本
の
風
景
を
情
緒
豊
か
に
描
い

た
浮
世
絵
の
巨
匠
、
歌
川
広
重
（
１

７
９
７
〜
１
８
５
８
年
）
は
「
名
所

絵
の
広
重
」
と
呼
ば
れ
、
生
涯
に
数

多
く
の
浮
世
絵
風
景
版
画
の
名
作
を

残
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
北
九
州
市
立
美
術
館
分

館
で
は
、
日
本
財
界
の
重
鎮
と
し
て

活
躍
し
た
日
本
化
薬
株
式
会
社
元
会

長
・
原
安
三
郎
氏
（
１
８
８
４
〜
１

９
８
２
年
）
が
収
集
し
た
約
２
０
０

０
点
に
及
ぶ
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
、
歌
川
広
重
晩
年
の
傑
作
シ
リ

ー
ズ《
六
十
余
州
名
所
図
会
》と《
名

所
江
戸
百
景
》
を
中
心
に
ご
紹
介
し

ま
す
。
彼
が
集
め
た
秘
蔵
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
近
年
、
そ
の
類
い
ま
れ
な

質
と
量
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
貴
重
な
「
初し

ょ

摺ず
り

」
の
な
か
で
も
と

く
に
早
い
時
期
の
も
の
で
、
国
内
に

も
数
セ
ッ
ト
し
か
存
在
し
な
い
逸
品

で
す
。
ま
た
、
保
存
状
態
が
極
め
て

優
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
退
色
の
な

い
濃
密
で
ビ
ビ
ッ
ド
な
色
彩
を
残
し

て
い
ま
す
。
初
摺
の
工
程
で
は
広
重

と
摺
師
が
一
体
と
な
っ
て
色
彩
や
摺

り
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、

広
重
の
意
思
が
隅
々
ま
で
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
全
国
の
名
所
を
描
い
た
《
六

十
余
州
名
所
図
会
》
は
、
五
畿
七
道

の
68
カ
国
お
よ
び
江
戸
の
図
と
目
録

を
合
わ
せ
た
計
70
図
で
構
成
さ
れ
た

連
作
で
す
。
題
材
と
な
る
場
所
が
全

国
各
地
に
及
ぶ
た
め
、
先
行
す
る
多

く
の
地
誌
・
絵
本
類
を
参
考
に
、
広

重
独
自
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
画
面
を

つ
く
り
出
し
ま
し
た
。
全
図
と
も
画

面
は
縦
長
で
、
前
景
を
大
き
く
描
き

遠
近
を
強
調
し
、
大
胆
な
ト
リ
ミ
ン

グ
を
施
す
な
ど
、
斬
新
な
構
図
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
自
然
の
変

化
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
て
描
き
、
そ

の
土
地
の
文
化
や
信
仰
を
も
伝
え
な

が
ら
、
人
々
に
旅
へ
の
憧
れ
を
抱
か

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
彫
り
と
摺
り
の

技
術
を
用
い
て
ベ※
ロ
藍
を
効
果
的
に

駆
使
し
た
作
品
は
、「
広
重
ブ
ル
ー
」

と
称
さ
れ
、
海
外
の
画
家
に
も
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

　
広
重
が
最
晩
年
に
手
が
け
た
《
名

所
江
戸
百
景
》
は
、
名
所
絵
の
集
大

成
と
い
え
ま
す
。
江
戸
の
市
中
と
郊

外
の
景
観
を
主
題
と
し
た
初
代
広
重

に
よ
る
１
１
８
図
、
お
よ
び
二
代
広

重
に
よ
る
１
図
と
目
録
を
合
わ
せ
た

計
１
２
０
図
か
ら
な
る
超
大
作
で
す
。

江
戸
在
住
の
広
重
が
実
際
に
足
を
運

び
、
写
生
し
た
も
の
が
基
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
広
重
が
描
く
美

し
い
名
所
絵
は
江
戸
の
人
々
を
魅
了

し
ま
し
た
。
高
い
視
点
か
ら
見
下
ろ

す
俯ふ

瞰か
ん

図
や
前
景
に
印
象
的
な
素
材

を
大
き
く
描
く
大
胆
奇
抜
な
遠
近
法
、

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
摺
り
の
技
法

に
よ
る
表
現
な
ど
、
晩
年
に
至
っ
て

な
お
新
し
い
試
み
が
随
所
に
見
ら
れ

ま
す
。

　
本
展
で
は
歌
川
広
重
の
ほ
か
、
葛

飾
北
斎（
１
７
６
０
〜
１
８
４
９
年
）、

歌
川
国
芳
（
１
７
９
７
〜
１
８
６
１

年
）
ら
の
希
少
な
作
品
な
ど
約
２
５

０
点
を
前
後
期
に
分
け
、
総
入
れ
替

え
で
展
示
し
ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
、

描
か
れ
た
場
所
の
現
地
取
材
を
行
い
、

原
安
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

広
重
ビ
ビ
ッ
ド

葛飾北斎《冨嶽三十六景　凱風快晴》
1829〜32年（後期展示）

歌川広重《六十余州名所図会　
阿波鳴門の風波》1855年（後期展示）

歌川広重《名所江戸百景　
亀戸梅屋舗》1857年（前期展示）

歌川国芳《近江の国の勇婦お兼》
1831〜32年（前期展示）

Information
【会場】北九州市立美術館分館（リバーウォーク北九州5Ｆ）
【会期】9月16日（土）〜10月29日（日）※会期中無休
※ただし、展示替えのため10月10日（火）は休館
〜展示作品総入れ替え〜
　前期：9月16日（土）〜10月9日（月・祝）
　後期：10月11日（水）〜10月29日（日）
【開館時間】午前10時〜午後6時（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】�一般1200円（1000円）　高・大生800円（600円）�

小中生600円（400円）
※リピーター割引：半券提示で1回限り団体料金より100円割引
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
　障害者手帳を提示の方は無料
　年長者施設利用証提示の方は2割減免（団体料金）
【お問合せ】093（562）3215

Event
記念講演会�
「旅する広重《六十余州名所図会》」
【日時】
10月7日（土）午後２時〜同３時30分
（開場同１時30分）
【講師】
小池満紀子（中外産業株式会社美術担
当、国際浮世絵学会理事）
【会場】
北九州芸術劇場小劇場�
（リバーウォーク北九州６F）
【定員】150名（先着順、聴講無料）

作
品
と
現
在
の
写
真
を
比
較
で
き
る

会
場
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
各

地
の
名
所
を
幕
末
三
大
絵
師
の
浮
世

絵
で
た
ど
り
ま
す
。
鮮
烈
な
色
彩
が

目
を
引
く
「
初
摺
」
の
浮
世
絵
に
よ

り
、
江
戸
時
代
の
自
然
風
土
の
美
し

さ
や
、
四
季
の
移
ろ
い
、
そ
こ
に
生

き
る
人
々
の
姿
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※
　�

オ
ラ
ン
ダ
を
経
由
し
て
輸
入
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
発

祥
の
発
色
鮮
や
か
な
青
色
の
染
料

原安三郎コレクション　広重ビビッド

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

長 峰 真奈美 Manami Nagamine
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8月8日（火）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information
【会場】北九州市立文学館
【開催期間】
10月28日（土）～12月10日（日）※月曜日休館
※10月28日（土）の展示室入場は午前10時30分以降
【観覧料】
一般700円　中高生200円　小学生100円
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

　
北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
10
月
28

日
か
ら
、
第
25
回
特
別
企
画
展
「
生

誕
90
年
記
念　
藤
沢
周
平
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
本
年
は
藤
沢
周
平
生
誕

90
年
、
没
後
20
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
、
改
め
て
藤
沢
周
平
と
い
う
作
家

に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ま
ず

作
家
・
藤
沢
周
平
と
そ
の
作
品
に
つ

い
て
、
そ
し
て
本
展
の
展
示
コ
ン
セ

プ
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
藤
沢
周
平
は
１
９
２
７（
昭
和
２
）

年
、
山
形
県
東
田
川
郡
黄
金
村
（
現

・
鶴
岡
市
）
の
生
ま
れ
で
、
結
核
療

養
の
た
め
53
（
昭
和
28
）
年
に
上
京

し
ま
す
。
そ
の
後
、
東
京
の
日
本
食

品
経
済
社
に
業
界
紙
の
記
者
と
し
て

就
職
。
勤
め
な
が
ら
、
時
代
小
説
を

執
筆
し
、
71
（
昭
和
46
）
年
、
「
溟く

ら

い
海
」
で
オ
ー
ル
讀
物
新
人
賞
を
受

賞
、
直
木
賞
候
補
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
73
（
昭
和
48
）
年
に
「
暗

殺
の
年
輪
」
で
第
69
回
直
木
賞
を
受

賞
し
ま
す
。
翌
年
に
は
退
職
し
、
作

家
専
業
の
道
を
歩
み
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
藤
沢
作
品
で
は
、
市
井
の
人
び
と

や
、
下
級
武
士
が
数
多
く
描
か
れ
ま

す
。
「
普
通
」
に
生
き
る
人
び
と
、

そ
の
哀
歓
を
描
き
出
す
筆
致
は
多
く

の
人
び
と
の
心
を
捉
え
ま
す
。
そ
の

舞
台
と
し
て
多
く
設
定
さ
れ
て
い
る

の
は
、
架
空
の
藩
「
海う

な

坂さ
か

藩は
ん

」
で
す
。

江
戸
時
代
の
庄
内
地
方
を
モ
デ
ル
と

し
た
こ
の
藩
の
描
写
に
は
、
藤
沢
周

平
の
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
が
強
く
に

じ
み
出
て
い
ま
す
。
直
木
賞
受
賞
作

の
「
暗
殺
の
年
輪
」
、
代
表
作
と
い

わ
れ
る
『
蟬
し
ぐ
れ
』
も
、
海
坂
藩

を
舞
台
と
し
て
書
か
れ
た
作
品
で
す
。

　
ま
た
、
時
代
小
説
家
と
い
う
印
象

の
強
い
藤
沢
周
平
で
す
が
、
風
狂
の

俳
人
・
小
林
一
茶
を
主
人
公
に
し
た

『
一
茶
』
、
徳
川
六
、
七
代
将
軍
に

仕
え
た
儒
学
者
・
新
井
白
石
を
書
い

た
『
市し

塵じ
ん

』
、
夭よ

う

折せ
つ

の
歌
人
・
長
塚

節た
か
しを
書
い
た
『
白
き
瓶か

め

』
な
ど
、
伝

記
小
説
も
数
多
く
手
が
け
て
い
ま
す
。

史
実
と
誠
実
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

そ
の
間か

ん

隙げ
き

に
、
作
家
と
し
て
の
想
像

力
を
開
放
し
て
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の

作
品
に
は
、
一
時
代
を
一
人
の
人
間

と
し
て
生
き
た
人
物
の
心
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
本
展
覧
会
は
、
「
藤
沢
周
平
が
生

き
て
い
た
な
ら
ば
、
い
ま
の
私
た
ち

に
何
を
伝
え
て
く
れ
る
の
か
」
と
い

う
問
い
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
藤
沢
が

書
い
た
言
葉
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
っ
て
い
た
だ
く
試
み
で
す
。

　
展
覧
会
で
は
ま
ず
、
「
藤
沢
周
平

を
育
て
た
郷
土・鶴
岡
と
そ
の
自
然
」

と
題
し
、
作
家
・
藤
沢
周
平
の
内
面
、

根
幹
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
・
鶴
岡
を

ご
紹
介
し
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
へ
と
至

る
道
を
辿た

ど

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
藤

沢
作
品
を
「
武
家
も
の
」
「
市
井
も

の
」
「
歴
史
伝
記
も
の
」
と
い
う
三

つ
の
枠
組
み
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ

の
中
で
、
多
く
の
自
筆
原
稿
や
創
作

メ
モ
、
作
家
が
愛
用
し
た
品
々
を
展

示
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
書
籍
化
さ

れ
た
藤
沢
作
品
の
装
丁
画
、
ま
た
今

回
の
展
覧
会
の
た
め
に
墨
絵
画
家
の

涌
井
陽
一
が
書
き
下
ろ
し
た
作
品
も

展
示
予
定
で
す
。

　
本
展
覧
会
で
、
今
な
お
多
く
の
読

者
を
魅
了
す
る
藤
沢
文
学
の
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

生
誕
90
年
記
念

　
　
藤
沢
周
平
展

藤沢周平　写真提供：文藝春秋

蓬田やすひろ画　文春文庫『海鳴り』（上）装丁画

涌井陽一画　墨絵「孤剣」

hiroba
文芸

ようこそ文学館へ
北九州市立文学館　学芸員

稲 田 大 貴 Daiki Inada
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市
外
に
新
し
く
で
き
た
小
劇
場
を

訪
れ
た
際
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
体
験

を
し
た
。
上
演
さ
れ
た
の
は
音
楽
や

ダ
ン
ス
、
一
人
芝
居
で
構
成
さ
れ
た
、

社
会
問
題
を
や
や
象
徴
的
に
表
現
し

た
作
品
。
そ
こ
に
、
お
そ
ら
く
未
就

学
児
で
あ
ろ
う
男
の
子
を
２
人
連
れ

た
母
親
が
や
っ
て
き
て
、
最
前
列
に

陣
取
っ
た
。

　
上
演
時
間
は
途
中
休
憩
な
し
の
約

80
分
。
母
親
は
熱
心
に
舞
台
に
見
入

っ
て
い
る
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
、

最
初
は
お
と
な
し
く
座
っ
て
い
た
が
、

40
分
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
我
慢
の
限

界
が
き
た
の
だ
ろ
う
、
そ
わ
そ
わ
と

動
き
始
め
た
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な

要
素
は
あ
れ
ど
、
や
や
難
解
な
部
分

も
あ
る
の
で
仕
方
が
な
い
と
い
え
ば

仕
方
が
な
い
。

　
こ
こ
で
最
初
の
驚
き
ポ
イ
ン
ト
だ
。

母
親
は
ち
ょ
っ
と
は
気
が
ま
ぎ
れ
る

か
と
思
っ
た
の
か
、
子
ど
も
に
お
も

ち
ゃ
を
与
え
た
。
そ
の
お
も
ち
ゃ
は
、

何
か
の
変
身
グ
ッ
ズ
な
の
か
、
パ
ー

ツ
を
は
め
た
り
引
っ
こ
抜
い
た
り
し

て
遊
ぶ
タ
イ
プ
の
も
の
。
こ
れ
以
降
、

決
し
て
広
く
な
い
劇
場
全
体
に
〝
カ

チ
ャ
カ
チ
ャ
〟
と
い
う
音
が
響
き
わ

た
る
こ
と
と
な
る
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

〝
客
い
じ
り
〟
を
す
る
シ
ー
ン
が
あ

っ
た
。
登
場
人
物
が
客
席
に
下
り
、

観
客
と
会
話
し
、
飴あ

め

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
、
客
席
の
空
気
は
な
ご
む
。
こ

れ
が
件く

だ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
は
「
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
い
い
ん
だ
」
と
い
う
サ

イ
ン
に
思
え
た
の
か
、
ま
す
ま
す
傍

若
無
人
に
振
る
舞
い
始
め
た
。
ス
テ

ー
ジ
は
客
席
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
高
さ
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
席
を
離

れ
て
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
ぎ
り
ぎ
り
に

近
づ
き
、
登
場
人
物
に
自
分
の
持
っ

て
い
る
お
も
ち
ゃ
を
差
し
出
す
始
末
。

そ
し
て
、
第
２
の
驚
き
ポ
イ
ン
ト
だ

が
、
母
親
は
こ
れ
ら
一
連
の
子
ど
も

た
ち
の
動
き
を
全
く
制
止
し
な
か
っ

た
ば
か
り
か
、
お
も
む
ろ
に
一
眼
レ

フ
の
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
、
子
た
ち

を
し
っ
か
り
フ
レ
ー
ム
イ
ン
さ
せ
て

舞
台
の
写
真
を
パ
チ
リ
。
そ
し
て
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
ま
た
舞

台
に
見
入
っ
た
の
だ
。

　
会
場
内
は
、
舞
台
に
集
中
し
て
い

る
の
で
多
少
の
雑
音
は
気
に
し
な
い

人
、
「
ま
あ
、
子
ど
も
の
や
る
こ
と

だ
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
の
」
と
大
ら

か
に
構
え
て
い
る
人
、
「
邪
魔
だ
な

あ
」
と
い
ら
つ
い
て
い
る
人
、
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
作
品
は
「
未
就

学
児
入
場
お
断
り
」
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
開
演
前
の
〝
前
説
〟
で
は
、

上
演
中
の
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
何

も
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
の
で
、

こ
の
母
親
の
行
為
が
Ｎ
Ｇ
な
の
か
ど

う
か
は
、
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ

か
も
し
れ
な
い
。

　
劇
団
と
し
て
は
、
「
子
ど
も
が
い

る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
観
劇
を
あ

き
ら
め
て
も
ら
い
た
く
な
い
の
で
、

あ
え
て
入
場
者
の
年
齢
制
限
を
行
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
ま

た
、
あ
の
場
面
で
劇
団
員
が
舞
台
の

真
ん
前
に
い
る
子
ど
も
の
所
に
行
っ

て
、
（
当
然
観
客
全
員
の
目
に
晒さ

ら

さ

れ
つ
つ
）
席
に
戻
る
よ
う
に
促
し
た

り
、
無
理
に
動
か
そ
う
と
し
た
ら
、

せ
っ
か
く
集
中
し
て
舞
台
を
観み

て
い

る
観
客
の
邪
魔
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
恐
れ
か
ら
積
極
的
に
動
け

な
か
っ
た
と
も
聞
い
た
。
劇
団
側
の

対
応
に
も
い
ろ
い
ろ
と
意
見
は
あ
る

だ
ろ
う
。

　
ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
、
数
年
前
、

仮
設
舞
台
を
十
数
カ
所
組
む
よ
う
な
、

大
き
な
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
言
っ
た
言
葉

だ
。
「
観
客
の
質
が
変
わ
っ
た
。
今

や
小
劇
場
で
見
知
ら
ぬ
人
と
肩
や
膝

が
触
れ
た
状
態
で
の
観
劇
を
嫌
う
観

客
が
増
え
た
。
作
品
を
観
て
い
る
皆

で
空
気
を
共
有
す
る
こ
と
に
楽
し
さ

を
感
じ
る
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
る
」

　
観
客
は
、
演
劇
作
品
の
最
後
の
１

ピ
ー
ス
だ
。
し
か
も
、
最
も
重
要
な

ピ
ー
ス
で
あ
り
、
も
っ
と
い
え
ば
、

最
も
重
要
な
登
場
人
物
な
の
で
あ
る
。

も
し
も
、
上
演
中
に
写
真
を
撮
っ
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
る
行
為
が
そ
の
作
品

を
充
実
さ
せ
る
な
ら
ば
ど
ん
ど
ん
や

っ
て
も
い
い
と
さ
え
思
う
。
創
り
手

と
観
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

ま
た
、
変
容
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　
今
回
は
市
外
の
劇
場
で
の
出
来
事

だ
っ
た
が
、
北
九
州
市
で
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
「
マ
ナ
ー
の
良
い
観
客
」

と
い
う
よ
り
も
「
上
手
に
作
品
に
参

加
で
き
る
観
客
」
が
た
く
さ
ん
い
る

街
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
う
。

「
良
き
観
客
」
と
は

写真はイメージです、本文とは関係ありません

写真はイメージです、本文とは関係ありません

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka
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7月26日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



　
北
九
州
芸
術
劇
場
は
こ
れ
ま
で
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
施
設
（
響

ホ
ー
ル
・
文
学
館
・
美
術
館
・
漫
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
と
連
携
し
た
作
品

づ
く
り
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
き
た
。
ジ

ャ
ン
ル
を
横
断
し
て
連
携
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
互
い
の
領
域
の
持
ち
味

が
掛
け
合
わ
さ
っ
て
新
た
な
価
値
が

生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
、
昨
年
新
た
に

立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
作
品
が
『
ど
こ
を
ど
う

ぶ
つ
る
』
だ
。

　
北
九
州
芸
術
劇
場
と
到
津
の
森
公

園
と
い
う
異
な
る
文
化
施
設
が
連
携

し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
っ
て
ダ
ン
ス
作
品
を
創
作
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
動
物
園
で
ど
う
ぶ
つ
を

み
る
。
劇
場
で
に
ん
げ
ん
を
み
る
」
。

〝
ダ
ン
ス
〟
と
〝
生
物
〟
の
二
つ
の

観
点
か
ら
「
に
ん
げ
ん
」
を
考
え
、

ダ
ン
ス
作
品
と
し
て
描
く
こ
と
。
ダ

ン
サ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

獣
医
や
飼
育
員
の
協
力
に
よ
る
リ
サ

ー
チ
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
紡
ぎ
合
わ

せ
て
『
ど
こ
を
ど
う
ぶ
つ
る
』
は
完

成
し
た
。

　
出
演
に
は
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
３
人
集
ま
っ
て
い
る
。
大
植
真
太

郎
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
（
体
の
接
触
）

を
用
い
た
技
法
で
独
自
の
振
付
方
法

を
築
い
て
国
内
外
で
広
く
活
躍
し
て

い
る
。
発
話
し
な
が
ら
踊
る
と
こ
ろ

も
特
徴
で
、
こ
こ
数
年
は
森
山
未
來

ら
と
と
も
に
『
談
ス
』
と
い
う
シ
リ

ー
ズ
も
展
開
し
て
い
る
。
森
下
真
樹

は
、
幼
少
期
に
友
達
づ
く
り
の
た
め

に
編
み
出
し
た
遊
び
が
ダ
ン
ス
の
ル

ー
ツ
だ
と
語
り
、
初
対
面
の
相
手
と

も
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
仲
良
く
な
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
津

々
浦
々
の
お
や
じ
た
ち
と
一
緒
に
踊

り
、
お
や
じ
キ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
と
か
。
田
中
馨
は
、
言
わ

ず
と
知
れ
た
元SA

KERO
C

K

の
ベ

ー
シ
ス
ト
。
現
在
は
「
シ
ョ
ピ
ン
」

「
チ
リ
ン
と
ド
ロ
ン
」「H

ei Tanaka

」

な
ど
で
活
躍
す
る
ほ
か
、
数
多
く
の

演
劇
作
品
へ
の
出
演
や
楽
曲
提
供
な

ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

　
稽
古
場
で
は
ひ
た
す
ら
「
に
ん
げ

ん
っ
て
、一
体
ど
ん
な
ど
う
ぶ
つ
？
」

と
い
う
問
い
か
け
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い

っ
た
３
人
。
普
段
か
ら
獣
の
よ
う
に

肉
体
を
駆
使
し
て
踊
る
大
植
に
、
論

理
的
に
意
見
を
整
理
し
な
が
ら
自
分

の
ス
パ
イ
ス
を
投
入
す
る
森
下
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
り
な
が
ら
２
人

の
振
付
家
の
希
望
で
ダ
ン
ス
シ
ー
ン

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
田
中（
そ

う
、
本
作
で
は
踊
り
な
が
ら
楽
器
を

演
奏
し
て
い
ま
す
）
。
人
間
以
外
の

い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
踊
る
シ
ー
ン
も
あ
れ
ば
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
を
動
物
に
見
立
て
て
踊
る
シ

ー
ン
、
人
間
の
オ
ス
と
メ
ス
の
違
い
、

踊
る
身
体
と
し
て
の
人
間
。
そ
れ
ら

に
惜
し
げ
も
な
く
ユ
ー
モ
ア
を
散
り

ば
め
た
作
品
と
な
っ
た
。
公
演
本
番
、

客
席
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声

が
絶
え
な
か
っ
た
。

　
今
年
は
こ
の
『
ど
こ
を
ど
う
ぶ
つ

る
』
を
、
到
津
の
森
公
園
の
中
で
上

演
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
い
よ
い

Information
北九州芸術劇場×到津の森公園�
「どこをどうぶつる」動物園ver.
【日程】10月14日（土）・15日（日）午後2時開演
【会場】到津の森公園にんげん広場（小倉北区上到
津4の1の8）
【振付・出演】大植真太郎、森下真樹
【音楽】田中馨
【料金】500円（当前共通・全席自由・2歳以下無料）
※別途、入園料が必要です　
※年齢制限なし
【お問合せ】北九州芸術劇場　093(562)2655

昨年の舞台写真　撮影：重松美佐

昨年の舞台写真　撮影：重松美佐

よ
動
物
園
で
「
に
ん
げ
ん
」
を
み
せ

る
企
画
と
な
る
。
人
間
の
生
態
を
考

え
抜
い
た
彼
ら
の
作
品
が
、
動
物
を

観
に
き
た
観
客
た
ち
の
目
に
ど
う
映

る
の
か
？
観
る
側
に
と
っ
て
も
新
鮮

な
体
験
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
本
物

の
動
物
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
き
っ
と

彼
ら
３
人
の
「
に
ん
げ
ん
」
と
し
て

の
面
白
さ
が
よ
り
一
層
際
立
つ
と
信

じ
て
い
る
。
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北九州芸術劇場×到津の森公園 「どこをどうぶつる」
舞台事業課　村松　薫  Kaoru Muramatsu

北九州芸術劇場

2

8月3日（木）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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